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日時 ： 2026年6月6日（土）9:30-18:00
会場 ： 大阪府内の大学キャンパス
内容 ： 口頭発表、ポスター発表、基調講演、特別企画
聴講登録 ： 6月5日（金）まで
ウェブサイト ： https://castle.lne.st/schedule/scj2026/

サイエンスキャッスルジャパン2026
見学者募集！

開催概要

研究調査シートを活用しよう！

　サイエンスキャッスルジャパン2026がいよいよ開催！2026シーズンでは開催時期
を6月に変更して開催します。日本全国の中高生を対象に口頭発表・ポスター発表を
行うほか、パートナー企業による多彩な企画も実施予定です。中高生にとって同年
代の仲間集めや、発表者との交流で自らの取り組みのヒントを得る機会としてご活
用ください。多くの中高生・教員の参加をお待ちしております！

見学者がでできること！

活用のステップ

● ポスター発表を自由に回って、発表者に直接質問できる
● 研究のまとめ方・伝え方の工夫を学べる
● 進路や探究のヒントになるテーマに出会える
● 企業・大学のブース／特別企画で、研究の「次の一歩」を学べる

1. サイエンスキャッスルの聴講登録を行う
2. 中高生の研究調査シートをダウンロードし、
 　印刷する
3. 要旨集で気になる研究を事前にチェック！
4. ポスター発表時間に発表者に質問！
5. 新しく知ったこと、
　 参考になったことをシートに記入

来場チケット登録はこちら
（リバネスIDの登録が必要となります）

https://lne.st/scj2026visitor

研究調査シート
ダウンロード

同年代の中高生がどのように研究活動に取り組んでいるのかを調査！研究・探究に取り組む際のヒントを探してみよう！

個人はもちろん、
クラス単位や
部活動、
先生のみでの
参加もOK！
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サイエンスキャッスル海外大会 開催告知！
アジア大会への挑戦

　中高生のための学会「サイエンスキャッスル」は、2012年に「研
究者の登竜門」として誕生して以来、国内外の未来の研究者たち
に向けた挑戦の場として発展を続けてきました。
　2026シーズンでは、1月に開催されたフィリピン大会に続き、シ
ンガポール大会（4月）、マレーシア大会（4月）、さらにアジア大会（8
月・マレーシア）の合計4つの海外大会を予定しています。

　サイエンスキャッスルは、世界中の次世代研究者が自らの「問
い」を持ち寄り、意見交換を通じて研究を深めていく研究者の為の
場所です。リバネスはサイエンスキャッスルを通じて、問いから始
まる研究の深化をアジアから加速させます。東南アジア全域から
次世代研究者が集まってくるアジア大会で、英語で研究を聞く・交
流を通して研究の「問い」を深めませんか？

大会名 ： Science Castle Singapore 2026
開催日時 ： 2026年4月11日
場所 ： Woodlands Library, 900 S Woodlands Dr,
　　　#01-03 Civic Centre, Singapore 730900 

大会名 ： Science Castle Malaysia 2026
開催日時 ： 2026年4月18日
場所 ： Kuching, Sarawak, Malaysia（後日発表）

大会名 ： Science Castle Asia 2026
開催日時 ： 2026年8月22日-23日
場所 ： Malaysia（後日発表）
応募締め切り ： 2026年5月31日

【実施概要】

海外での学会発表は、英語のプレゼンに不安を感じる中高生も多いでしょう。一方で、日本とは全く異なる文化圏
での発信は、国内での発表では得られないリアクションが期待できます。中高生らの研究成果が、思わぬ形で海
外で活かされたり、国際的にも意義のある研究と認められたり、きっと多くの学びを得られるでしょう。ぜひこの機
会に海外での研究発表にチャレンジしてみてください。

海外での発表にも
チャレンジしよう！

普段は学校や地域で発表している内容を、世界中の人
に届けるチャンスになります。日本国内では得られない
「新たな視点」での議論やアイデアを得る機会にもつな
がり、想像もしていなかった研究の広がりを感じられる
かもしれません。

世界中の人に
「自分の研究」を届けられる！1

日本国内では当たり前に見られる生き物や環境、ものづ
くりのテーマであっても、海外の聴講者にとっては初め
て聞く興味深いテーマとして感じられます。逆に日本国
内では耳にする機会のない社会課題や研究テーマに出
会える機会にもなるでしょう。

海を超えると
「普通」が「ユニーク」に！2

国際学会で何より大切なのは「完璧な英語」で話すこと
ではなく、「伝える姿勢」です。内容が明確で、相手に伝
わる工夫がされていれば、多少の言語的なミスは全く問
題ありません。伝えるための最大限の工夫と伝えたいと
いう気持ちを発表に込めよう！

英語は道具、
完璧じゃなくていい！3

エントリーは
こちらから
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今月募集開始の研究費

サイエンスキャッスル研究費

2026 始動！！！
サイエンスキャッスル研究費は、自らの研究に情熱を燃やし、独創的な研究を
進める中高生研究者を応援します。中高生研究者の研究プランに、研究費と
研究を伴走する研究者からのアドバイスを提供。この活動を通して、企業がこ
れから取り組みたい課題に対して、10年後、20年後にともに活動する仲間と
なる次世代の仲間を集めます。学校だけでは経験できない、情報や技術を知
り得ながら、自分の興味関心を追求し続けましょう。

サイエンスキャッスル研究費
アサヒ飲料賞　P.38 - P.39
ものづくり0. THK賞　P.40 - P.41
伊藤園賞 P.42 - P.43

企
業
と
と
も
に
研
究
す
る
仲
間
を
増
や
す

教育応援 vol. 69 35



サイエンスキャッスル研究費2026

　リバネスでは、学校や個人で研究を始めた10代の生徒に向けて、研究コーチによる伴走支援と研究費助成を行っていま
す。目の前の実験を一歩前に進めるきっかけや、「やってみたい」を形にする後押しを通して、生徒一人ひとりの挑戦を支え
てきました。本取り組みは、生徒の研究活動を支援するだけでなく、企業がこれから向き合っていく社会課題に対して、10
年後、20年後に共に挑戦する次世代の仲間を育てることにもつながっています。2016年にスタートしたサイエンスキャッ
スル研究費は、今年度で10年目を迎えました。これまでに約300名の次世代研究者の研究テーマを支援してきています。
これからもパートナー企業とともに、生徒の研究活動に伴走しながら、未来の地球に貢献する仲間を育んでまいります。ぜ
ひ、日々研究に取り組む生徒の皆さんにご紹介いただけますと幸いです。

サイエンスキャッスル研究費とは

3月 5月 7月 9月 11月4月 6月 8月 10月 12月

募集期間 審査期間 メンタリングによる研究支援（月1回）

★ 募集〆切【5/14】
★ 採択者キックオフイベント
　 6月下旬～7月上旬

★ 審査結果発表 6月中旬
サイエンスキャッスルワールド2026★

【12/12-13】

成果発表会 ★

★ サイエンスキャッスルジャパン2026【6/6】

採択キックオフイベントの様子

成果発表会の様子

オンラインメンタリングの様子

サイエンスキャッスルでの発表会の様子
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アサヒ飲料は、お客様に心も体も元気に人生100年時代を歩んでいただきたいという思いから、お客様と
の約束として『100年のワクワクと笑顔を。』をスローガンに掲げ、「健康」「環境」「地域共創」に関わる社会
課題の解決に重点的に取り組んでいます。その活動の一環として、「アサヒ飲料賞」を設置し、未来を切り拓
く若き研究者たちのチャレンジを応援します。

伊藤園は、古くから体に良い飲みものとして親しまれてきた「お茶」を時代に合わせて製品化し、無糖茶を
日常に広めてきました。本賞ではお茶の健康効果、栽培方法、新しい飲み方や使い方など、お茶に関する
食・農・健康・環境・文化などの研究テーマを広く募集します。お茶の秘めた魅力を発見し、お茶の未来を一
緒に作っていきましょう！

THK株式会社は独創的な発想と独自の技術により、スムーズな直線運動を可能にした「LMガイド」を世界
に先駆けて開発しました。「LMガイド」以外にも数多くあるTHK社の機械要素部品を活用した、「スムーズ
な動き」を加えることで解決できる課題がまだまだたくさんあると私たちは考えています。みなさんの世
の中の課題を解決するものづくりのアイデアを募集します。課題はどんな内容でも構いません。

『健康』『環境』『地域共創』のいずれかに関わる、
未来のワクワクや笑顔を生み出す研究や開発

未来につながるお茶の魅力を創造する研究

スムーズな直線運動を活用した、課題解決のものづくり

2026年7月～12月

2026年7月～12月

2026年7月～12月

研究費5万円

研究費10万円

研究費 10万円+THK社の部品、

アサヒ飲料研究員による研究メンタリング
成果発表会実施、飲料のプレゼント

伊藤園研究員による研究メンタリング／
採択者キックオフ実施／成果発表会実施

THK社員による技術アドバイスを提供する月一の
オンライン面談、成果発表会実施

5件程度

5件程度

10件程度

2026年5月14日（木）18時

2026年5月14日（木）18時

2026年5月14日（木）18時

対象分野

対象分野

対象分野

研究期間

研究期間

研究期間

助成内容

助成内容

助成内容

採択件数

採択件数

採択件数

申請締切

申請締切

申請締切

◉アサヒ飲料賞

◉伊藤園賞

◉ものづくり0.THK賞

昨年に引き続き、飲料のプレ
ゼントや研究所見学会の実施
を予定しています。新たな発
見に向けて研究に取り組む中
高生のみなさんからの応募を
お待ちしております！

既成概念にとらわれない発想
や大胆な挑戦、人と環境を豊
かにする驚きを歓迎します。伝
統と革新が出会う場で、あな
たのアイデアで新しいお茶の
未来を一緒に創りましょう。

ものづくりは課題解決とつな
がっています。こんなものあっ
たらいいなというアイデアを
形にしませんか？私たちが目
指すのはそんな「創造開発型
ものづくり」です。世の中をよ
くしていくものづくりを一緒に
やっていきましょう。

2026年3月1日より、以下3つの賞のエントリー募集を開始しました。すでに開始している研究でもこれか
ら始める研究でも、生徒の興味関心に近いテーマがあれば是非ご案内ください。なお、エントリー方法
の詳細はサイエンスキャッスル研究費WEBページ（https://s-castle.com/grant/）をご覧ください。

募集要項発表！

担当者

一言
より

担当者

一言
より

担当者

一言
より
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100年先の未来へ、ワクワクと笑顔のギフトを。
アサヒ飲料の研究員と挑む「本気の研究」

実施企業インタビュー／ アサヒ飲料株式会社

アサヒ飲料が掲げる「100 YEARS GIFT」の想いは、社員一人ひとりの言葉と行動に息づき、明るく開けた社風として
日々の研究現場にも広がっている。その価値観を次世代へ手渡す取り組みが「サイエンスキャッスル研究費 アサヒ飲料
賞」だ。2026年度も「健康」「環境」「地域共創」をテーマに掲げ、中高生の挑戦に本気で伴走する。

100 YEARS GIFTが、独自の社風と研究現場をつくる
　三ツ矢サイダー、ウィルキンソン、カルピスR。アサヒ飲料

は、100年続く誰もが知る飲料ブランドを3つも持つ日本で

唯一の飲料会社。長い時をかけて価値あるものをつないで

きた同社は、その素晴らしさを知っているからこそ、「100

年のワクワクと笑顔を。」を社会への約束として、数多くの商

品や体験を未来へのギフトとして届けている。これを象徴す

るのが「100 YEARS GIFT」という言葉だ。今を届けるだ

けでなく、100年先の未来を生きる人々にもワクワクと笑顔

というギフトを届けていきたいと願い、掲げられた。実際にア

サヒ飲料本社に向かうと、社員全員が笑顔で出迎えてくれ

る。こうした社風の延長線上にある取り組みが、2019年か

ら株式会社リバネスとともに続けてきた「サイエンスキャッ

スル研究費 アサヒ飲料賞」だ。社員全員がこの言葉を意識

しているからこそ滲み出る研究への想いが、アサヒ飲料賞の

メンタリングの端々から見えてくる。社員一人ひとりが「自分

にとってのワクワクと笑顔とは何か」を問い続け、部署を超え

て同じゴールを目指す、その情熱がこの研究費の原動力に

なっている。

吉村 千秋 氏

アサヒ飲料株式会社
研究開発戦略部

サイエンスキャッスル研究費2026
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研究員が教育現場へ。現場で進む伴走型研究
　2026年度の募集テーマも引き続き、「『健康』『環境』『地域

共創』のいずれかに関わる、未来のワクワクや笑顔を生み出す研

究や開発」だ。アサヒ飲料賞の大きな特徴は、単に研究費を提供

することではなく、研究員が研究に本気で伴走することにある。

月に一度のオンラインメンタリングに加え、採択校にアドバイ

ザーが実際に訪問し、実験環境や地域ならではのフィールドを前

に、研究の組み立てや条件設計、データの解釈の仕方までを一

緒に考えられる点も大きな魅力だ。生徒が1か月の研究を振り

返り、悩みや課題を口にすると、研究員はまずその努力を受けと

めた上で、「なぜその条件を選んだのか」「別の方法は考えられ

るか」と問いを投げかける。ときには研究員自身の経験をもとに

「自分だったらこうする」といった具体的な視点が示されることも

ある。中高生が研究者としての思考に触れながら、現場で一歩ず

つ研究を前に進めていける仕組みが整っている。

横にも縦にも広がるつながりが、次の挑戦を生む
　過去7年の「サイエンスキャッスル研究費 アサヒ飲料賞」で

の経験を通して、これまで多くの中高生が研究者としての第一

歩を踏み出してきた。研究費を通じて、同年の採択者同士の横

のつながりだけでなく、先輩・後輩の関係へと続く年度を跨い

だ採択者同士の縦のつながりも生まれ始めている。実際に、昨

年の成果発表会にアルムナイが基調講演として参加し、交流

の場をつくることができている。単年で終わらない関係性を育

みながら、研究を通じて社会と向き合う力を次の世代へと手渡

していくこと。そ れもまた、アサヒ飲 料が考える「 1 0 0 

YEARS GIFT」の一つの形だ。アサヒ飲料は、中高生を「支援

する存在」としてではなく、共に未来をつくる仲間として迎え入

れ、ワクワクと笑顔を原動力に、次の100年につながる挑戦を

今年も生み出していく。

（文・吉川 綾乃）

サイエンスキャッスル研究費2026 アサヒ飲料賞 募集開始！
対　　象 ： 研究活動を行う中学生、高校生、 高等専門学校生(3年生以下)
助成内容 ： 研究費5万円+アサヒ飲料研究員による研究メンタリング、成果発表会実施

昨年度参加者の声

過去採択テーマ一覧

●アサヒ飲料の研究員から様々な意見やアドバイスを頂けて、初めての研究がとても素晴らしいものになったと
感じる。

●アサヒ飲料の研究員とリバネスの方々との月に１回のメンタリングを通して短いスパンでの目標と計画を立
てられたり、同じ研究での対象生物が異なると実験条件も変化するといったように新たな視点をいただくこ
とができ、研究に行き詰まったときに大いに役立てることができた。

●山形県置賜地域におけるサンショウウオの個体・生息域保全
●雑草ヤブガラシ（Causonis japonica）の逆襲：アレロパシー農薬、自他認識の解明、食資源としての可能性
●ペットボトルを捨てる際の環境問題に対する意識の向上を促進するゴミ箱 「ごみにん」
●落花生の殻成分を用いたポリ(4-ビニルフェノール)の合成
●パン酵母が有する植物の成長促進効果

 ※「カルピス」は、アサヒ飲料株式会社の登録商標です。

サイエンスキャッスル研究費2026

採択件数 ： 5件程度
申請締切 ： 2026年5月14日(木)18時まで

▲アルムナイによる講演の様子
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サイエンスキャッスル研究費2026

スムーズな直線運動を活用した、課題解決のものづくり

ものづくりは、手を動かした数だけ思考が深くなる

実施企業インタビュー／ THK株式会社

世界に先駆けて、スムーズな直線運動を可能にする「LMガイド」を開発し、産業機械からロボット、建築物の免震機構ま
で、社会を支える基盤技術を提供してきたTHK株式会社。「世にない新しいものを提案し、世に新しい風を吹き込み、豊
かな社会作りに貢献する」を理念に掲げている。同社がリバネスとともに中高生の研究・ものづくりを支援する「サイエン
スキャッスル研究費 ものづくり0. THK賞」は、2026年で10年目の節目を迎える。一貫して掲げてきたテーマは、「課
題解決をするものづくり」。審査や成果発表会を通して生徒と向き合ってきた星出さんは、この取り組みを「大人が刺激を
受ける場」だと語る。

星出 薫 氏

THK株式会社　執行役員
産業機器統括本部リサーチセンター長

研究費テーマ

大人が刺激を受ける
　「応募いただいた書類を見て、あるいは成果発表会で出来上

がったものを見聞きして、いつも刺激を感じています」。中高生

の発想に驚くと星出さんは語る。企業に身を置くと、どうしても

さまざまな前提条件の中で考える癖がつく。しかし生徒たちの

テーマは、学校生活の身近な困りごとから、生物や自然を起点

とした題材まで幅広く、その自由さが新鮮だという。星出さん

が注目するのは完成度の高さだけではなく、「なぜそこに目を

向けたのか」という発想の出発点だ。背景にある問題意識や関

心を読み取りながら、「どう形にしていくかを考えていく」。その

過程そのものが、大人にとっても学びの機会になっている。

　THK社のLMガイドは、直線運動部の「ころがり化」を独自

の技術により実現し、スムーズな直線運動を可能にした機械

要素部品だ。こうした技術を、生徒たちの豊かな発想によっ

て、さらに課題解決へとつなげてほしいと星出さんは期待を

寄せる。

 ※2017～2020年度までの名称は「サイエンスキャッスル研究費THK賞」  ※2021～2023年度の名称は「サイエンスキャッスル研究費THKものづくり0.賞」
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サイエンスキャッスル研究費2026

手を動かす経験が、学びを現実につなぐ
　ものづくりにおいて、星出さんが最も重要だと強調するのは

「自ら手を動かす経験」だ。シミュレーションや頭の中だけで完

結するのではなく、実際に道具を使い、試し、失敗しながら物理

的に物体を変えていくことが、ものづくりの本質だという。前例

に縛られず、自分で課題を設定し、自らの手で確かめる経験が

重要になる。「手を動かす経験を積むほど、机上での発想も豊

かになるのです」。道具を知り、方法を探り、試行錯誤する中で、

知識と経験は切り離せないものとして育っていく。

　またその過程では、思い通りにいかない経験を何度も重ねる

ことになる。失敗の理由を考え、次の方法を試す。その繰り返し

の中で生徒たちは自分の考えを言葉にし、他者に伝える力も身

につけていく。星出さんはこうしたプロセスこそが、学びを一過

性の体験で終わらせず、次につながる力を育てていると感じて

いる。そうした積み重ねが、やがて社会とつながる具体的なア

イデアへと結びついていくのだろう。

身近な課題が示した、仲間とのプロセス
　ある年、スーパーマーケットのロール巻きポリ袋が開けにく

いという課題に挑んだ中学生チームがいた。身近な困りごと

に向き合い、何度も作り直し、最終的に機構として成立させた

プロセスを星出さんは高く評価した。「完成形以上に、失敗を

重ねながら考え続けた姿勢が心を動かしました」。印象的だっ

たのが、「仲間づくり」のプロセスだという。「同じ方向を向い

た人たちが集まると、リーダーがいて、手を動かすのが得意な

人がいて、考えるのが得意な人がいる。やっていくうちに、そ

れぞれがはまる場所を見つけていくんです」。代表者一人が

進めるのではなく、互いに意見を出し合い、試し、議論する。そ

の過程で育まれる関係性は、ものづくりの成果と同じくらい価

値がある。「一人では越えられない壁も、仲間がいるから越え

られる。その経験自体が次の学びにつながっていくのだと思

います」。

　10年にわたり続いてきたTHK賞は、生徒が考え、仲間と試

行錯誤しながら学びを現実へとつなげていくための確かな土

台となっている。

（文・井上 麻衣）

昨年参加者の声

● ものづくりの楽しさに気づけた最高の6ヶ月でした。（生徒）
● 私はこれからも人の役に立てるものづくりを目指して開発を進めていきます。（生徒）
● 今後完成させたものを子どもたちの体験の場に持ち込み、
　 より多くの喜びを共に味わいたいと思います。（学校教員）

サイエンスキャッスル研究費2026 ものづくり0.THK賞 募集開始！
対　　象 ： 研究活動を行う中学生、高校生、高等専門学校生(3年生以下)
助成内容 ： 研究費10万円+THK社の機械要素部品+THK社員による技術アドバイスを提供する月一のオンライン面談、成果発表会実施
採択件数 ： 10件程度
申請締切 ： 2026年5月14日(木)18時まで

昨年までの研究例

ロボットに関する開発例

● しなやかな動きのできる
 　ネコロボットの制作
● 斜面を利用した
　 重力可変装置の製作
● NC発泡スチロール加工機

身近な課題に関する開発例

● 『ポリ袋お助けくん』
● 階段の昇降がしやすい松葉杖
● 緊急地震速報で開くドア
● 日本の養蜂産業の
　 活性化に向けて

地球規模の課題に関する開発例

● 多方位風力発電装置
● マイクロプラスチック回収
 　ロボット３号機
● LMガイドを利用した
　 海上土地活用法
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サイエンスキャッスル研究費2026

未来につながるお茶の魅力を創造する研究

未来をひらく、お茶研究への挑戦

実施企業インタビュー／ 株式会社伊藤園

日本の暮らしに深く根づいてきたお茶は、健康飲料としての側面などで世界的に注目される一方、それを取り巻く状況が
変化しつつある。伊藤園は、お茶が秘めるポテンシャルを次世代とともに探り、「未来につながるお茶の魅力」を創造する
ために、サイエンスキャッスル研究費 伊藤園賞を設置した。

瀧原 孝宣 氏（写真左）

加藤 一郎 氏（写真右）

株式会社伊藤園　中央研究所

所長

中央研究所TAKANAWA GATEWAY CITY Lab 専任部長

研究費テーマ

毎日の一杯がもつ役割
　健康飲料としてのお茶は今、世界で注目の的である。緑茶

に含まれるカテキンは、抗酸化作用や抗菌作用を持ち、食事

とともに摂取されることで体調管理に役立つことが明らかに

なってきた。また、テアニンという成分にはリラックス効果や

集中力の維持に関わる働きがあり、心の状態に作用する成分

として世界中で研究が進められている。伊藤園中央研究所で

は、こうしたお茶が健康に果たす様々な役割の科学的な裏付

けを一つ一つ積み重ねてきた。

　世界的に注目を浴びる一方で、国内のお茶を取り巻く環境

は変化しつつある。生活環境の変化等で家族団欒の象徴とし

て「お茶を淹れる」機会が以前より少なくなり、後継者不足や

生産管理の難しさ等で生産者が減っているという課題もあ

る。生活環境や価値観が変化していく中で、お茶の新たな魅
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サイエンスキャッスル研究費2026

力・役割を自分たちにはない視点で見いだしていきたい。こ

れが、中央研究所所長の加藤さんを始めとする研究者たちが

今回研究費を設置する思いだ。

３つの健康価値創造を目指す
　同社では長期ビジョンである「世界のティーカンパニー」の

実現を目指し、世界中の人々の健康に貢献する「健康創造企

業」を掲げ、「心身の健康」「社会の健康」「地球の健康」の3つ

の健康価値の創造に注力している。例えば、生活シーンに合わ

せたお茶の楽しみ方の研究や長期間おいしく保存するための

容器の開発。さらには、環境へ配慮した廃棄茶葉の有効活用な

ど、体の健康だけでなく地球環境の健康まで一体となって考え

る「プラネタリーヘルス」の創造に向けて、「まだまだ研究する

余地がたくさんあります」と瀧原さんは話す。人々に身近な存

在であるお茶は、食、農、健康、環境、文化を横断する研究対象

であり、多様なアプローチを受け止める懐の深さをもってい

る。茶樹の栽培方法や環境条件が味や香りに与える影響など

の農業的な視点、製造工程の違いによって生まれる風味の変

化の検証、狙った味や飲み心地を実現するための工夫、お茶の

飲む以外の使い方の模索など、様々な方向性で考えることが

できる。

お茶の新たな魅力を次世代と探索したい
　伊藤園は2025年12月に開催されたサイエンスキャッス

ルワールドに初参加。中高生の研究発表に初めて触れて感じ

たのは、その探究心の強さだという。「難しいテーマにも果敢

に取り組み、自分の研究について目を輝かせて話す姿に研究

を楽しんでいることが伝わってきました」と加藤さん。ブース

で新しいお茶の研究についてアイデアを求めたところ、「狙っ

た味を出すなどのユニークな視点や宇宙で栽培できるかなど

スケールの大きなアイデアもあって、大人の研究者にない発

想で一緒に研究するのが楽しみだ」と瀧原さんは話す。

　今回設置されたサイエンスキャッスル研究費 伊藤園賞の

募集テーマは「未来につながるお茶の魅力を創造する研究」。

研究の過程でお茶を知ることで次世代なりに感じる魅力を一

緒に探求したいと考えている。会話の合間に一息つく、誰かの

ためを思ってお茶を淹れる、勉強の合間に水分補給やリフレッ

シュで飲むなど、生活者だからこそ感じるお茶の魅力を改め

て見直し、掘り下げるチャンスだ。採択者には、研究所の見学

や、実際にお茶研究を進めている研究者たちのサポートなど、

本気でお茶の未来を切り開いていく情熱を持つ大人たちとの

交流機会もある。ぜひお茶という身近な存在の魅力を改めて

知り、その未来を切り開く研究に挑戦してほしい。

（文・仲栄真 礁）

サイエンスキャッスル研究費2026 伊藤園賞 募集開始！
対　　象 ： 研究活動を行う中学生、高校生、 高等専門学校生(3年生以下)
採択件数 ： 5件程度
助成内容 ： 研究費10万円/伊藤園研究員による研究メンタリング/採択者キックオフ実施/成果発表会実施
申請締切 ： 2026年5月14日(木)18時まで

収穫した茶葉から様々な加工や製造工程を経て、食卓で飲むお茶となる。
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サイエンスキャッスル研究費2025 実施レポート

「健康」は、病気の有無だけで決まるものではない。人と社会の関わりの中で、一人ひとりが自分の考えで、自分らしく生きる
ことも大切な要素だ。アステラス製薬の河野氏らがその考えを次世代と共有するために実施しているのが、「サイエンス
キャッスル研究費 アステラス製薬賞」である。研究を通して健康について問い、考え、語り合うことで、中高生自身が健康を自
分ごととして捉え直していく。仲間とともに問い続けることが、よりよい健康社会への一歩になる。2025年度の取り組みと
振り返りを河野氏、和田氏に聞いた。

誰もが自分らしく健康に生きる社会を目指して
　「健康ってなんだろう？」その問いに対して多角的に考えよ

うとしているのがアステラス製薬だ。同社は、いまだに有効な

治療法がない疾患に対する新薬開発に力を入れている。しか

し、今後さらに必要になってくるのは、患者さん自身のことま

で視点を広げることだ。河野氏が所属するサステナビリティ

のチームを中心に、薬が届く先にいる患者さんが抱える課題

への理解を深めることにも注力している。患者さんが抱える

課題は、疾患そのものにとどまらない。たとえば、診断を受け

た際に治療方法を自己決定することの難しさや、周囲の人か

らの見られ方など、薬だけでは解決できない問題も多く存在

する。製薬企業として医療ソリューションを提供するだけでは

なく、人々が「健康」であるとは何かを考え、自身の健康につ

いて主体的に考えられるよう支援するリテラシー活動も重要

だ。それはアステラス社員にとっても同じだ。健康を多角的に

捉え直すには、研究員だけでなく、品質管理や社会へ薬を届

ける役割を担うなど様々な立場の社員が対話し、同じ問いに

向き合う必要がある。そこで2025年度の研究費では、研究

河野 佳子 氏 和田 玲子 氏

アステラス製薬株式会社
サステナビリティ

アステラス製薬株式会社
イノベーションラボ

健康を「自分ごと」にする一年
― アステラス製薬賞 2025の取り組み ―
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サイエンスキャッスル研究費2025 実施レポート

や技術など、部署や拠点を越えた8名の社員が研究アドバイ

ザーとして参画。生徒とアドバイザーが一つのチームとなり、

研究を通じてともに健康を考える関係性が育まれた。

製薬会社の社員が「伴走者」として関わる研究費
　2025年度のアステラス製薬賞のメンタリング体制は生徒

一人ひとりの問いに寄り添う「チーム型メンタリング」だ。「製

薬会社の社員というと、専門的なことを教える存在だと思わ

れがちですが、今回私たちが大切にしたのは“一緒に考えて研

究を進める”ことでした」と河野氏は語る。生徒自身が何に違

和感を持ち、何を問い、どう考えるのか。そのプロセスこそが、

メンタリングの核である。実際、定期面談の事前・事後にはアド

バイザー同士が意見を交わしながら、生徒との対話に臨ん

だ。専門の異なるアドバイザーが連携することで、多角的なメ

ンタリングができたという。

「医療現場におけるAIの活用について、言葉の定義やセキュ

リティ面などを生徒さんと幅広い観点から対話することがで

き、新鮮な学びになりました。」と和田氏。AI、医療、コミュニ

ケーション、社会制度など、研究テーマは多様でありながら、

どの生徒も共通して自分自身の経験や問題意識を研究として

語れるようになっていった。また、研究内容だけでなく、進路

や将来について相談する場面もあった。研究を重ねる中で、

生徒たちは自分自身の生活や将来と結びつけて捉え直すよう

になっていった。健康を“自分ごと”として捉える変化が、たし

かに生まれていたと言える。

(文・吉川 綾乃) 

2025年度採択者の申請テーマ

今年度参加者の感想

● 入院中の中高生に特化した感情を理解できるお悩み相談AIの開発と運用
● 「低血糖・高血糖環境下における脳内神経細胞ミトコンドリア障害の分子機構解明と新規治療標的の探索」
● 説明できない体調変化をデータで伝える～支援者とのギャップを埋める研究

● 半年のメンタリングを経て今
後のサイエンスに対するワク
ワクと面白さが湧きました。

● 研究所ツアーは、今自分が
行っている機械学習の研究が
どのように社会に紐付けられ
ているのかを知る唯一の機
会だったと思います。

サイエンスキャッスルで口頭発表を
する様子

サイエンスキャッスルでポスター発
表をする様子

成果発表会の様子（アステラス製薬
つくば研究所）

1期生・2期生の
交流イベント実施！

2025年7月、株式会社LINOAと共に「アステラ
ス製薬イノビジョンプログラム2025」を開催しま
した。本イベントには、アステラス製薬賞の第1
期・第2期採択者も参加し、各々の研究成果を
発表。また、健康を「自分ごと」として捉えた自
身の経験を改めて分析し、志を共にする仲間
を広げていくために何が必要か、活発な議論
が交わされました。
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中高生時代にリバネスの実験教室に参加経験のあるリバネス社員が、
サイエンスキャッスル研究費の魅力を漫画でご紹介します。

立案者に聞いた !
中高生向け研究費の魅力

教育開発事業部　濱田 有希
中高生の時に、リバネスの「DNA
鑑定実験教室」や「サイエンス
キャッスル」に参加。千葉工業大学
大学院でロボット工学を専攻し修
士号を取得した。リバネスには大
学3年生からインターンシップに
参加し、2022年入社。

サイエンスキャッスル研究費は3月1日に募集を開始しました。ふるってご応募ください！

研
究
を
加
速
さ
せ
、未
来
の
仲
間
を
つ
く
る

教育応援　vol. 6946



　学校での探究学習で基礎研究に取り組んできた生徒たち、または、
応用課題に挑戦してきた生徒たちの問いをさらに一歩進めます。企業
がどんな理念を持って社会へ貢献しているのか、また社会で求められ
るアントレプレナーシップの考え方、そして企業が実践している課題解
決アプローチを学びます。次世代研究者と課題解決を進める大人たち
との交差を通して、社会課題解決を促進し、新しい価値を創る次世代
リーダー人材を育成します。

社会の課題を知り、
探究活動のその先へ
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祖母から受け継いだ価値観と研究の融合
　姉川さんの研究の旅が始まったきっかけは、敬愛する祖母

にある。幼少期より、祖母がいつも教えてくれた「笑顔でいれ

ば、何でもできる」̶ その言葉を胸に秘め、彼女は育った。高

校2年次に研究テーマを模索した際、真っ先に想起したのは

その教えであった。若くして母親を亡くし、苦難の中で家族の

支柱として生きてきた祖母の語る「笑顔の重要性」には、比類

なき重みがある。その精神を継承し、自らも笑みを絶やさず他

者の居場所を創出できる存在でありたいという切実な願い

が、現在の研究の根幹を成している。

　姉川さんは「幸せ」という不可視かつ主観的な価値を、客観

的なデータによって解明することを目指している。高校2年次よ

り開始した本研究では、プログラミング言語のRを用いた笑い

声の周波数解析に取り組んできた。笑い声が通常の発声より

高周波であるという特性に着目し、その質を分析することで、コ

ミュニティの雰囲気を「数値化」することを試みている。この過

程でデータ分析の重要性を認識したことが、現在の専攻であ

るデータサイエンスを選択する決定的な契機となった。

化学の先生が灯した探究の火
姉川さんが研究に向き合う姿勢は、中高時代に過ごした時間

の中でも形づくられてきた。高校時代、好奇心をさらに広げたの

は、一人の化学と生物を教える先生であった。当初は、中高で学

ぶ専門性の高い理科に苦手意識を持っていたが、公園での虫

取りや、赤虫の観察、生き物の解剖といった先生のユニークな

授業を通じて、次第に科学の面白さに夢中になっていった。生

徒から自発的な問いを引き出そうと常に試行錯誤し、根気強く

対話を重ねてくれた先生の熱意に対し、姉川さんは今、深い謝

意を抱いている。未知の事象に触れる喜びを教え、現在に至る

探究の道を切り拓いてくれた恩師への感謝は、研究を続ける上

での大きな心の支えとなっているのである。

誰もが幸せでいられる居場所を目指して
「すべての人に、還るべきコミュニティを作りたい」。そう語る

姉川さんは、研究を単なる目的ではなく、人と人をつなぐ場や

仕組みを生み出し、社会に価値を実装するためのプロセスと

して捉えている。「私自身、高校生の頃に先生や周囲の大人の

方 と々の対話を通じて研究への興味を後押ししてもらい、その

経験が現在の自己形成につながっています」と語るように、姉

川さんの原点には中高時代の学校教育での出会いがある。

「笑顔で世界をひとつに」という言葉は、姉川さんにとって単な

るミッションではない。幼少期から祖母の言葉とともに育まれ

てきた価値観が、今の研究や日々の挑戦の軸となっているの

だ。科学の論理と、祖母譲りの温かなまなざしをあわせ持ちな

がら、姉川さんは今日も「笑顔」を手がかりに、人々の居場所を

探究し続けている。その「笑顔の方程式」は、これからも多くの

人の心に、静かに灯りをともしていくだろう。

（文・LINOA 白鳥 愛麗）

笑
顔
と
研
究
の
交
差
点
を
探
っ
て

姉川さんの研究は、祖母の教えという情緒的な原点から
始まった。常にそばにありながら、誰も深く注目しない「幸
せ」に目を向け、「笑顔で世界をひとつにする」研究に挑
んでいる。小学5年生でリバネスのNESTプロジェクトで
科学の素養を磨き、高校3年生ではADvance Lab1期
生として専門分野の知見を深めた。知識融合に挑戦して
いく中で、幸せという見過ごされがちな価値を「科学」とし
て掘り下げていく歩みと、その探究心に火を灯した「先生
との関わり」を辿る。

ADvance Lab バイオ部門

姉川 唯 氏

次世代研究所「ADva nce Lab」が描く、未知の領域への挑戦

社
会
の
課
題
を
知
り
、探
究
活
動
の
そ
の
先
へ

教育応援 vol. 6948



次世代研究所「ADva nce Lab」が描く、未知の領域への挑戦

社
会
の
課
題
を
知
り
、探
究
活
動
の
そ
の
先
へ

～ADvance Lab活動報告 学会参加～
　次世代研究所「ADvance Lab」では、研究員が自身の研究の成果を積極的に外部へ発信し、社会へ還元するとともに、さまざまな人との議
論を通じて、自身の研究をより深く掘り下げていくことを大切にしています。今回は、今年度学会に参加した3名の研究員に、学会を通して得た
学びや学会の雰囲気についてお話を伺いました。

AI・数理部門
2期生（大3）

片岩 拓也

バイオ部門
2期生（高1）

大塚 蓮

AI・数理部門
1期生（高2）

小松 和滉

参加した学会 ： 言語処理学会第31回年次大会
発表タイトル ： 埋め込み表現の内在次元を測る

学会全体について ： 国内最大手の学会であり、多くの交流の機会に恵まれていた。研
究者との繋がり構築の場として極めて価値の高い学会である。また、学会運営におけ
るSlackの運用技術が優れており、参加者間のコミュニケーションが円滑に行われて
いた点も特筆に値する。

感想 ： 特に印象的だったのは、「地盤をきちんと作り、自分が解くべき問題を深く掘り
下げることの重要性」です。この考えは問題設定の段階での思考の深さが研究全体に
大きな影響を与えることを示しており、自身の研究実践にも大きな示唆を与えまし
た。

参加した学会 ： 第89回日本植物学会
受賞 ： 大会長賞
発表タイトル ： オジギソウにおける刺激特異的馴化メカニズムの生理学的解明

学会全体について ： 会場であった福岡国際会議場は多くの研究者で活気に満ちてお
り、特に植物のストレス応答に関する発表が多く、この分野への注目の高さと自身の
研究選択への確信を得ました。

感想 ： 発表当日は想像以上の反響があり、約4時間にわたり多くの研究者や学生と活
発な議論を行いました。異分野からの質問や助言は新たな視点を与えてくれました。
また学会を通じて人的ネットワークを広げ、今後は助言を踏まえ、オジギソウの馴化
メカニズム解明に向け研究を発展させていきます。

参加した学会 ： 日本動物学会 第96回 名古屋大会、サイエンスキャッスルジャパン2025
受賞 ： 高校生ポスター賞、THK賞、優秀賞
発表タイトル ： ワニの生態を活かしたバイオミメティクスロボットの開発

感想 ： 学会に参加した動機は、研究や知識の共有、新たな出会いや外部からのアイデ
アを得ること、目標を持って研究を進めるためでした。ムカデやキクラゲに棲む線虫、
スピロプラズマの発表が印象に残り、特にムカデ研究者とは肢の負荷の違いについ
て話せ、自分の研究にも活かせそうだと感じました。異分野の研究者から臨機応変の
重要性も学び、方向性がより明確になりました。今後は数値化や比較研究を進め、次
にやるべきことが見えてきました。
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サイエンスキャッスルワールド2025にて、
株式会社LINOAは特別企画「論文から広げ
る研究と仲間 分野横断・イノビジョンプログ
ラム」を実施しました。本企画は、分野横断で
集まった中高生が論文を起点に対話し、
研究の背景や問いの立て方を共有する
90分間のワークショップです。Abstract・
Materials and Methods・Conclusionと
いった論文構成に着目し、「何が分かったか」
だけでなく「なぜこの研究が行われたのか」
を読み解く視点を重視しました。後半の対話
では、生徒同士が互いの関心や研究を持ち
寄り、新たな問いを生み出していく姿が見ら
れました。論文を教材として用いながら、生
徒の主体的な問いと分野横断的な学びを引
き出す本取り組みは、探究活動を次の段階へ
進める実践例の一つです。

ADvance Campusでは、2025年12月に
中高生・大学生を対象とした冬合宿を実施し
ました。本合宿は、研究や活動に取り組む生
徒たちがそれぞれの活動や興味分野の枠を
越えて集い、「動きながら、つながり直す」こ
とを目的に企画された1泊2日のプログラム
です。企業や研究現場の見学では、最先端の
技術や研究者の思考に触れ、自身の探究を
社会と結びつけて捉え直す機会となりまし
た。また宿泊先での対話型アクティビティで
は、肩書きや成果から一度離れ、互いの関心
や問いを共有する時間を重視しました。参加
者同士の何気ない会話から新たな視点や問
いが生まれる様子が印象的で、探究学習にお
ける「仲間との対話」の価値を改めて確認す
る場となりました。

サイエンスキャッスルワールド2025にて特別企画を実施！

ADvance Campus 冬合宿実施！

活動レポート
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NEWS & INFORMATION
現在のホットトピックや、リバネスから教員の皆様へのメッセージをお届けしていきます！

　2025年12月20日（土）KENQ JOURNEY2025を株式会社中
国銀行との共催で開催しました。今回が初開催となるKENQ 
JOURNEYは、中高生による研究成果の「発表」だけでなく、地域
の企業と協力しながら新たな研究テーマを「創り出す」ことに挑戦
していただくものです。今回は、岡山県内の企業であるカバヤ食
品株式会社、株式会社フジワラテクノアート、丸五ホールディング
ス株式会社、両備ホールディングス株式会社の4社にパートナー
として参画いただきました。
　当日は、選ばれた21名の中高生による研究ショートピッチに加
え、パートナー企業4社からの企業ピッチ、計40件のポスター・企
業ブースによる交流会を実施。また、中高生と地域企業が対話を

通じて未来を共に考えるワークショップ「未来創生イグニッショ
ン」も開催しました。
　ワークショップではブース交流を通じて、中高生が企業の掲げ
るテーマに対し「一緒に創りたい未来」や「自身の研究と掛け合わ
せた新たな研究テーマの可能性」についてのアイディアを提案し
ました。そしてこれらのアイディアについて、中高生と最前線で研
究や事業に取り組む企業の社員や研究員らがともに議論を行い
ました。その結果、新たにうまれた研究アイディアに自ら挑戦した
いと、多くの中高生がその場で手を挙げ、意欲を示しました。
　これからも、株式会社リバネスでは地域で研究活動に取り組
む中高生を、地域企業の皆さまと応援して参ります。

岡山でKENQ JOURNEY2025を実施しました！12月20日

報告

 INFORMATION

冬季イベント ハイライト
● SEIKOワクワク時計教室@町田市立木曽境川小学校
● アステラス製薬株式会社 健康教育ボードゲーム教材「けんこうすごろく」説明会
● アステラス製薬株式会社 健康教育ボードゲーム教材「けんこうすごろく」説明会
● 第3回まちびとよりあい～京都でSTEAM～ ワークショップ（京都市青少年科学センター）
● エコチル調査 質問票実験教室@トキワ松学園中学校高等学校
● アステラス製薬株式会社 健康教育ボードゲーム教材「けんこうすごろく」説明会
● エコチル調査 質問票実験教室@大阪明星学園 明星中学校・高等学校
● エコチル調査 質問票実験教室@トキワ松学園中学校高等学校
● Global Rocketry Challenge修了式
● 公益財団法人テルモ生命科学振興財団主催「医学×工学で未来をひらけ！生命科学シンポジウム」
● サイエンスキャッスル研究費 アステラス製薬賞 成果発表会
● Science Castle World 2025
● サイエンスキャッスル研究費 THKものづくり0.賞 成果発表会
● SONY 安全研究教室@北区立堀船小学校
● サイエンスキャッスル研究費 アサヒ飲料賞 成果発表会
● KENQ JOURNEY2025
● SONY 安全研究教室@足立区立千寿桜小学校
● Science Castle Philippines 2026
● 第8回滋賀ジュニアリサーチグラント 成果発表会
● エコチル調査 質問票実験教室@大阪明星学園 明星中学校・高等学校
● RSPE教員向け訪問授業@福島工業高等専門学校
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本冊子が、実際にどのくらいの方に手に取られ、活用いただいているかを知り、今後の誌面づくり
に生かしていきたいと考えております。

中高生のための研究キャリア・サイエンス入門雑
誌『someone』を、全国の中学校・高等学校・
高等専門学校へ無料でお届けします。

本誌を手にとっていただいた方はQRコード
から「学校名」のみお知らせください！

さらにアンケートにご回答いただいた方には、中高生向け研
究キャリア・サイエンス入門雑誌『someone vol.74』のポッ
プデータをダウンロードいただけます。
ぜひ、職員室前や図書室などでの貸し出し・配布の際にご活
用ください！

今回お届けするのは 『someone vol.66』
（2024年3月発刊号）。

〈特集〉森と奏でるソノリティ
森林の価値や、放置人工林の課題、ドローンで見える森の個性
など、大学や企業の研究や取り組みを紹介します。探究学習の
導入やキャリア教育、図書室配架、理科部・科学部の教材とし
ても活用いただけます。

● 必要部数をまとめてお取り寄せ可能（数百冊もOK）
● 冊子代・配送料：学校負担なし（弊社負担）

【受付開始】2026年3月1日より随時
【申込方法】右記よりお申し込みください
　　　　　　 学校名／ご担当社名／送付先／
 　　　　　　希望冊数をご入力ください

「教育応援」活用調査にご協力ください！

『someone』バックナンバー、学校にお届けします!

2026年
3月1日（日）～5月31日（日）

実施期間




